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〈第4図〉大日本沿海実測録（巻一の一部分）
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??
〈第5図〉富士山頂に諸地点から多くの朱色の方位線が集中している。実際には地図とし　．
て不必要なものだが鳥職図のように地図の美しさを考慮したのであろう。
〈第6図〉明治になって模写する目的（陸地測量部）で鉛筆による方眼が書き込まれてい
る。精密さのないあらい方眼である。江戸を中心とした範囲である。
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　忠敬の没後も、伊能図は数々の名声を博し、ときには国防の用に供された。一つのエピ
ソードとして知られるものに嘉永、安政のころ、米船が下田に来航して沿海測量を強要し
た。当時、測量技術では世界一の誇りをもつイギリスも、文久元（1861）年、英国海軍の
測量艦がやってきて黒船騒ぎを起し、幕府はやむなく伊能図を示した。その精度の高さに
驚き、計画を変更、その後の測量を断念したと伝えられる。当時、与えた伊能図は小図で
あって、現在もイギリスの海軍省の図書館に保管されている。また、この事件のあとイギ
リスで発行された海図には、原図の根拠をはっきりと「FROM　A　JAPANESE　GOVER
NMENT　MAP」と記されている。その評価の高さを示すものである。
　時代が前後するが、高橋至時の息子、景保のシーボルト事件は文政11（1828）年、間宮
倫宗（林蔵）もからんだ事件であるが、景保は捕えられ牢獄で病死そのあと斬首されてい
る。なおシーボルトから没収したとされている地図は、国立国会図書館に保存されている。
所が昨年（平成4年）4月の新聞記事でシーボルトの息子の遺品の中に、後年の著作「日
本」の地図の原版とみられるものがドイツで発見されたとある。「日本」に掲載されてい
る日本地図は大変詳細であるため没収品とは別に地図が持ち出されていたのではなかった
かと考えられそきた。幕府に没収された地図に蝦夷、樺太が入っていた。しかしシーボル
トはそれ以外に「北を上にし、京都を境に二枚の紙に分け、街道を記入した津軽から九州
までの地図」を入手したがっていた。今度発見された地図は、その条件に合っているとい
う。また藩や城郭の位置などがシーボルトの時代と合っている。陸路、海路図と、その距
離数がシーボルトの作っていた別の陸海路図とも大体合致しているなど大変興味深い発見
であった。
　またシーボルトは、当時、世界的に知られていたロシアのA．J．クルゼソステルソに伊
能図（当時シーボルトは日本の政府図とよんでいた）を送り、その精度を検討評価させて
いる。その返信は、きわめて精度の高いことに驚いたと書き送っている。伊能図がこのよ
うにヨーロッパの人々に、日本の地図測量技術の高さを示したといえる。
　明治維新後の諸政策を実施するに際し、日本の正確な地図の必要性がでてきた。ヨーロッ
パから最も近代的、科学的な三角測量法が導入されたが、これを全国的に実行するには巨
大な予算と年月が必要で、いつになったら全国的に正確な地図が整えられるものかわから
ない（陸地測量部で三角測量を開始したのは明治16年）。そこで当面の必要に応ずるには、
伊能図に頼るほかはないと考えた。地図作製部門では、明治5年に伊能家から大・中・小
図の副本その他の資料を借り出し（明治5年に当時の工部局、測量司の名で借用証書が提
出されている）、これらの摸写をはじめた。そして内容の不足な部分は天保図（天保2年
に幕府が諸藩に命じて、国郡の境界、町村、面積などの調査を行わせて自領の地図を作ら
せ、これを提出させたものであり、天保9年に完成している）その他の資料で補って、伊
能中図と同一縮尺の軍管図を明治11～12年に、第1～6軍管区ごとに編修した。しかしこ
れはもともと陸軍の応急使用のためのものであり、一般社会の利用に供するものではなかっ
たので、明治17年から軍管図よりもさらに精密な輯製20万分の1地図一色刷の作製にかxっ
た。一方、海軍水路部でも伊能図を内務省地理局から借り出して模写し、その精密な海岸
線に基づいて海図の作製をはじめた。こうしてできた地図は、実に長い生命を保っていた。
たとえば輯製20万分の1は、三角測量による地形図が完成された地域ごとに新しいものに
取りかえられたわけであるが、これが終ったのは大正末である（地図作製以外に日本帝国
統計年鑑では、日本の国土の面積、海岸線の長さ、府県の面積の測定には、伊能図に基づ
いたものが大正10年まで掲載されていたとのことである）。このような伊能図の利用と貸
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借関係はよく解らないが学習院の伊能中図も戦前の陸地測量部にあったことは、おそらく
もとは伊能家にあったものを、明治年間に貸し出され、そのま）・．返却されずに置かれ、終
戦直後の混乱により、焼却されようとしたのであろう。
　さてこれが本物の伊能図か、それとも後世の摸写図かの問題となる。保柳氏は本物かど
うかを見分けるもう一つの方法として針跡の有無にあるという。伊能図の副本を作製する
に際して、まず基本原図（突手本）を白紙の上に重ね、針先で側線の屈曲点、方位線その
他のおもな事物をこまかに突き、この針跡にしたがって実側線・方位線は朱色、その他の
ものはそれぞれ定められた色で描き、町村名は細字で記入した。したがって多数の針跡が
認められれば本物と言って良いとのことである。しかし現在残っているものの大多数は裏
打ちがしてあり、それがいく度も行われた場合もあり、そうなると針跡はまず消えてしま
う。紙質の判定もむずかしくなる。学習院大学蔵のものも先述したように裏打ち、装丁し
てしまったため、保柳氏は針跡がはっきりしないといわれている。しかし筆者の判断では
部分によって針跡と思われるものをいくつもみつけることができた。
　以上のいくつかの事実より、大図の内容を入れこんで作らせた唯一の試作品として
　　　　　　　　　　特殊中図として扱われるものと考えたい。
〈補1＞
　忠敬の測量は次の10回に分けて行われている。第一回、蝦夷地東南部・奥州街道一寛政
12（1800）　（忠敬56才）。第二回、本州東海岸一享和元（57才）。第三回、羽越（出羽街
道・越後街道）一享和2（58才）。第四回、尾張・越前以東残部一享和3（59才）。第五
回、近畿・中国一文化2～3（61～62才）。第六回、四国・近畿一文化5～6（64～65才）。
第七回、九州第一次一文化6～8（65～67才）。第八回、九州第二次一文化8～11（67～
70才）。第九回、伊豆七島一文化12～13（忠敬不参加）。第十回、江戸府内一文化13（72
才）。伊豆七島（特殊大図1：12，000）の地図ができあがる。翌年4月、江戸府内図（1：
6，000）上呈、間宮倫宗が、蝦夷地西北部測量の資料を提供したので“日本輿地全図”に
かきくわえた。
　文政元（1818）年、74才。4月13日、八丁堀亀島の地図御用所で亡くなり、遣言によっ
て浅草の源空寺（台東区東上野6丁目）に師の高橋至時の墓と並べて葬り、瓜髪は佐原の
観福寺に葬られた。
　以上忠敬が残した記録から保柳氏の計算によると、測量旅行日数が総計3，736日（伊豆
七島を除けば3，396日）、測量距離総計38，788kmに達する。さらに伊能測量隊全旅行距離
（海上は含まない）を合計すると43，708kmとなり、地球一周をはるかに越す驚くべきもの
で、忠敬の晩年は、すべてが測量と地図作製にうちこまれた。それも56才という年令から
始めたもので、忠敬の根気強い実行的性格やすぐれた技術があったし、勿論、先生である
　　　　　　　　　　　　　　　　はざま高橋至時の学究的熱意と指導、同僚の間重富の援助などをバックにしてこの大事業をなし
とげたのであろう。
〈補2＞
大日本沿海實測圖“伊能中圖”　　東京国立博物館所蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　日本国際地図学会監修
　　　平成5年　　定価　28，800円、解説書分価　800円　　発行　武揚堂
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〈補3＞ 一伊能忠敬の墓一
↑高橋至時（東岡）の墓 伊能忠敬（東河）の墓↑
高橋景保（玉岡）の墓と頭徳碑 　伊能忠敬の墓は現在の東京都台東区上
野六丁目の源空寺にあり、忠敬の郷里で
ある千葉県佐原市の観福寺にも爪髪が葬
られている。至時の墓より大きくて墓石
の三面には佐藤一斎が撰した墓碑文が克
明に刻まれている。これが忠敬の経歴を
後世に伝えたものでは正式な文であろう。
　並んで江戸期の文人画家、谷文晃の墓、
町奴の頭領、幡随院長兵衛夫妻の墓をは
さんで、入り口に近い所に、至時の息子、
高橋景保の墓がある。もともとシーボル
ト事件の罪人、墓はこ）・・には許されなかっ
たが、のちの人が彼の残した業績を惜し
んで、墓石の修理と頬徳碑（昭和10年）
を建てた。徳富蘇峰（猪一郎）の笈書に
よる“為天下先”の題字が上に大きく書か
れ、その碑の裏面にはシーボルトの“日
本”Nipponからの句とその訳文が刻まれ
ている。「……殊に余の忘れ得ざる援護
者たる幕府天文方高橋作佐衛門に感謝せ
ざるを得ず」
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